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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター
「ワッシーくん」

バードウォッチングへの誘い「ハチクマを科学する」

イヌワシってどんな鳥？「視力」

『カモシカの親子』撮影：長船裕紀





　私、視力は両目とも裸眼で0.1以下と、もうメガネは手ばなせません。小さいころにテレビゲームをしすぎたのかもしれません。

さて、イヌワシをはじめとする猛禽類たちの視力が、われわれ人間と比べて数倍も良いという事をご存知でしたでしょうか？約8倍

の視力といわれていますから0.8くらい・・・いえ、1.0の8倍で8.0もあるということです。ん？誰かが猛禽類の目を移植したのかっ

て？実はそういうことではなく、目の細胞数や毛細血管などを調べた結果、どうやらそのくらい視力が良いのではないかということ

なのだそうです。高い空の上を飛行しながら地上の獲物を狙う猛禽類は、それくらいの視力があって当然といえば当然の能力かもし

れませんね。以前テレビ番組でも猛禽類の視力を検証する実験を行っていましたが、あの身近な猛禽類のトビでさえ、50ｍ上空から

地上にある2ｍｍ程度のエサの肉片を認識することができたという実験結果がでています（やはりこれも視力約8.0！）。鳥海イヌワ

シみらい館の調査スタッフも猛禽類の視力の良さを目の当たりにしているようで、遠く離れた木の枝で動く昆虫を見つけては捕えに

行くなんてことも日常的にやっているそうです。

　さて、そんな視力の良い猛禽類たちですが、最近風力発電のプロペラにぶ

つかってしまう「バードストライク」が問題となっています。飛翔能力に優

れ機敏性にも優れる猛禽類は、目の前に危険を察知すればそれを回避するこ

とは朝飯前なのですが、それでもバードストライクにあってしまう猛禽類は

後を絶ちません。モーションスメアと呼ばれる鳥類の網膜が高速回転する物

体をとらえられなくなるといった知覚的要因などがあるのではないかといわ

れていますが、まだ確証はありません。しかし猛禽類たちが見ている世界と、

私たち人間に見えている世界が違うように見えているのは間違いないかもし

れません。人間の8倍といった視力に加え、ＵＶを視認することができると

もいわれていますので、全く人間とは違う視環境で生活しているのです。ま

た猛禽類はエサを探す特性から、それぞれに盲目の領域があるとされており、

これは太陽の直射日光から守る役割があるといわれていますが、そうした盲

点が飛行中の猛禽類にとって前方の障害物に気付くことができない原因にも

なっているようです。猛禽類の高い視覚能力に関連して、人間と猛禽類の本

当の意味での共存を考える時代がやってきたといえます。
参考文献 「日本のタカ学」樋口広芳編

庄内の動物情報コーナーmini

2014/8/16「オコジョ」鳥海山

きゃわいい！登山道の岩の周りを走り

回っていたそうです。東京都：留目様

2014/7/21「セミの抜殻」酒田市玉簾の滝

6匹も脱皮してました。鮭川村：津藤来愛くん

2014/8/2「ヤマナメクジ」酒田市鳥海高原

未知との遭遇！すごい大きさでしたね！

鮭川村：津藤来愛くん

番外編「ハチクマ」山形県朝日町

飛んでいる以外のハチクマに会えるなん

て羨ましい！提供：安藤様

2014/9/23「ノスリ」酒田市

ちょうど狩りをした瞬間をとらえまし

た。足にはカマキリがしっかりと握られ

ています。

撮影：長船裕紀

2014/10/14「チュウヒ」酒田市

最上川河口鳥獣保護区に今年もチュウ

ヒがやってきてくれました。

撮影：長船裕紀

夏休みに来館して様々な動物の発見を報告していってくれました！

イヌワシの眼力

（秋田市大森山動物園）



 

最近の来館者および施設の利用状況について 

  

鳥海山では、夏から秋は特にお盆休みなどの夏季休暇や紅葉見物に訪れる観光客が多いこともあり、おの

ずとセンターの来館者も多い時期でした。また、夏期は特に大学生等若者のイベント参加や、学生勉強会に

よる施設利用・インターン生を受け入れました。学生勉強会では関東から麻布大学、東邦大学、明治大学ら

の野鳥系サークルの学生が、インターンでは岩手大学や玉川大学の農学部の学生がセンターを訪れました。 

定点観察や営巣木踏査などの猛禽類調査、自動撮影カメラを使用した動物調査、鳥獣保護区の視察などの

野外活動、標本・試料等の整理やラベル作成、教材作成、イヌワシに関する講義等の室内活動を行いました。

以下、写真にて活動の様子をご紹介します。 

 

学生勉強会：猛禽類の営巣木調査で林内を進む

学生 

学生勉強会：ノスリの巣（巣立ち後）、残留物の

調査 
学生勉強会：室内講義の様子 

 

学生勉強会：室内講義の様子 学生勉強会：標本室にて インターン：自動撮影カメラを使った動物調査

 

インターン：野鳥救護所の視察 インターン：最上川河口鳥獣保護区（砂浜海岸）

の視察 

インターン：普及啓発アイテム（教材）、実寸大

のハヤブサを作成 

 

インターン：酒田市旧八幡町地区で定点調査。

出現したクマタカの成鳥 

インターン：最上川河口鳥獣保護区周辺で鳥類

観察 

インターン：最上川河口鳥獣保護区周辺でミサ

ゴ（左）の幼鳥を確認（右はトビ） 







しました！　



イベント情報コーナー
○秋田県由利本荘市

「第29回　国民文化祭

　　　　　科学フェスティバル」

○八幡文化祭展示部門

「蜜ろうそくを作ってハチクマの秘密を知ろう！」で出展します。

 昆虫のクマバチは知っていても、ハチクマを知っているという人は少な

いのではないでしょうか？この機会に渡り鳥ハチクマの生態と、ハチク

マとハチと人間のつながりを、蜜ろうそく作り体験を通して知ってみま

せんか？

期　日　平成26年11月1日（土）

時　間　9：30～15：30

会　場　由利本荘市総合体育館

        （秋田県由利本荘市岩谷町字西越62）

入場料　無料

体験料　無料

お問合せ　TEL 0184-24-6299

（第29回国民文化祭由利本荘市実行委員会事務局）

※内履きと袋などの入れ物をご持参ください。

そのほかに、面白い実験や物づくりのブースが60以上出展しますので、

ぜひ遊びに来てみてください！

Illustrated by Masami Tsuno

©鳥海イヌワシみらい館

編集後記＆施設情報
鳥海イヌワシみらい館
10月からの開館情報
お休み・・・10月、11月は無休

　　　　　　12月より火曜日が休館日となります

　　　　　　年末年始休業12月29日～1月4日

開館時間・・・9：00～16：30

入館料・・・無料

臨時休館日はホームページにてお知らせします。

ホームページアドレス：http://www.raptor-c.com

〒999-8207

山形県酒田市草津湯ノ台71-1

TEL　0234-64-4681  FAX 0234-64-4683

普及啓発担当 事務局

自然保護専門員 鳥海南麓自然保護官

いよいよ年末「はや

ぶさ２」の打ち上

げ！楽しみ～。

（本）

着ぐるみワッシーく

ん、各イベントで

引っ張りだこです！

（村）

BIRDER11月号ご覧になり

ましたか？普及啓発の取

り組みや鳥海山のイヌワ

シについて紹介させてい

ただきました（長）

酒田で初めて迎える

冬に、ドキドキして

います。(内）

○日向秋祭り

★★★ミニ出張展示のお知らせ★★★

期　日　平成26年10月25日（土）～26日（日）

場　所　八幡総合支所（酒田市観音寺字寺下41）

入場料　無料

お問合せ　鳥海イヌワシみらい館　

TEL　0234-64-4681　E-mail moukin@raptor-c.com

期　日　平成26年11月8日（土）

場　所　日向地区コミュニティセンター

入場料　無料

お問合せ　鳥海イヌワシみらい館　

TEL　0234-64-4681　E-mail moukin@raptor-c.com

クイズの答え：④クマタカ。ちなみに①は暗色型、②は淡色型、③は中間型とハチクマはカラーバリエーションに富んでいます。
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